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この博物館構想にたいして、日本歴史学協会は 1972 年 5 月 20 日付けで「要望書」を提出した。











を述べている。博物館展示にかんするこの認識は、本稿第 1 節 2 で述べた当時の歴史学界のあり
ようからみれば穏当なものであった。
そののち国立歴史民俗博物館（通称、歴博）は、文化庁所管から離れ、1981 年 4 月に民博と同






















であり、当時フランスのパリ西郊のブローニュの森にあった le Musée national des arts et





























































































第 3節 1990 年代以降のうごき
1 歴史学界の動き
























































































『歴史学研究』854 号（2009 年 6 月）で「特集 博物館展示と歴史学―展示叙述の可能性―」を組
み、その趣旨説明で以下のように述べている。
歴史系博物館・美術館の展示は、モノやイメージを通じた歴史叙述のひとつの形態としてま
すます重要性を増している。展示は、いまや書物と同様に、歴史を形成し、伝達し、ひとび
との歴史認識や記憶に影響を与える媒体となっている……（中略）……『歴史学研究』では、
このたび歴史叙述としての展示がもつ可能性に着目し、書評と並ぶ新たなジャンルとして、
「展示評」を設けることにした。展示評は、博物館展示の特質を研究史を踏まえて批評・紹介
することを目的としている。（後略）
ここに記されている「歴史叙述」という表現から推定すれば、文献史学界における歴史展示の
位置づけは従来からのままである。けれども、博物館歴史学は、文献史学の期待を超える成果を
提示できる条件をもっている。
過去のできごととしての歴史にかかわる諸領域相互の関係は、横並び型へと変わってきている
なかで、博物館もアカデミズム文献史学との関係を相対化させ、自らの特性を有効に活用できる
条件や環境が整ってきている。博物館展示にかんし、これまでに述べてきた特性に加え、展示場
で提示されるデータ群は総攬しやすいこと、モノ資料は原寸法・量感そのものを提示できること
にも注目していきたい。これらは、書籍や情報機器端末では実施できないことであり、博物館展
示の利点である。くわえて、1980 年代以降に注目度を増してきた社会史は、博物館展示に向いた
成果を積み上げてきていることも、追い風として有効に活用できるであろう。
（本学非常勤講師/駒澤大学文学部教授）
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